
2025 年 2 月 13 日（木） 

エンゼルケア・メイク勉強会アンケート結果報告 

参加人数 15 名 アンケート回収 13 名 

 

 

 

77%

23%

『エンゼルケア感染

防止の視点から』

木村俊彦先生

かなり満

足

満足

85%

15%

『エンゼルメイクの

実践！』

阿部由紀子先生

かなり満

足

満足

69%

31%

この勉強会の受講を

他スタッフに勧めた

いか？

かなり思

う

思う
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31%

8%

またエンゼルケアや

エンゼルメイクの勉

強会があれば参加し

たいか

かなり思

う

思う

未回答

54%
23%

23%

エンゼルケアの重要

性が理解できたか

かなり理

解できた

理解でき

た

未回答

23%

54%

23%

今までのご遺体の止

血方法は？

アルコー

ル綿と

テープ

遺体圧迫

固定法

未回答

0%

92%

8%

体液露出の場面を見

て、今後はどう対応

するか？

アルコー

ル綿と

テープ

遺体圧迫

固定法

未回答 69%

31%

研修を受けて、機会が

あれば家族と共にエン

ゼルケアを行ってみよ

うと思ったか

かなり思

う

思う



 
【自由記載のコメント】 
 元々、エンゼルケアに興味があったが、『感染防止の視点』では考えたことが全くなかったため、驚きま

した。木村先生のお話を聞いて、一つ一つ『なるほど・・確かに・・』と納得しました。体液露出につ

いては写真を見て衝撃でした。自分の家族だったらと思うと、本当に悲しいです。私たち看護師は、と

ても重要なケアをさせて頂いていると感じました。 
 エンゼルケアは家族さんに最後にしてあげられるコミュニケーションの一部だと感じました。家族さん

が大切な家族へしてあげられるケアなので、今後は共に行いたいと感じました。特に、訪問看護は療養

者さんの生活の場であるため、病棟よりも家族と一体感を持ってケアをできる場だと思います。今回の

研修を振り返り、業務へ活かしていきたいと思う。 
 亡くなられた患者さんの今の状態だけでなく、これから起こることを考えてケアすることが大切だと学

びました。 
 今までは時間に追われて、ご家族と共にエンゼルケアを行うことはなかったが、家族の気持ちを尊重し

ながら、家族と共に行えるときは行っていきたい。 
 今回の研修で正しい技術を身につけたので、今後は家族と共にエンゼルケアを行っていきたい。 
 エンゼルケアを家族と共に行うことで、家族の受容に繋がることにもなる。一番身近な方がケアに加わ

ることで、本来の姿に近づくことができると改めて感じた。 
 家族や関わるひと達が、体液の暴露などに曝されることがないように、感染対策には十分に気をつけて

いきたい。 
 今までは何となくでパレット（メモリーシオン）を使用していたが、より有効的な使用方法を学ぶこと

ができた。 
 家族と共にエンゼルケアを行うことで、家族看護の視点から、グリーフケアの一環として行っていきた

い。 
 実体験を踏まえて話をしていただいたので、理解しやすかった。 
 今まではエンゼルメイクのやり方や使い方の勉強を受けたことがなく、自己流になっていたが、正しい

使用方法について学ぶことができた。 
 エンゼルケアの時間が、家族が最後に亡くなられた家族にしてあげられる最期のケアなので、少しでも

受け入れに繋がるのならば、家族と共にエンゼルケアを行っていきたい。 
 より理解を深めたいので、また勉強会に参加したいと思いました。 
 とても勉強になった。感染源とはびっくりでしたが、もう少し話を聞きたかったくらい勉強になりまし

た。 
 


